
  

 

29 乳輪乳頭再建は推奨されるか？ 

 
 

■ 推奨             乳頭再建は健側からの乳頭半切移植法または局所皮弁法としてStar fl ap, 

Double-opposingtab flap などが代表的な方法である。乳輪再建は，健側乳輪ま

たは大腿内側基部からの植皮または刺青法が代表的な方法である。いずれの方法

も優劣があり，患者の状態に合わせて選択する必要がある。 

■ 推奨の強さと根拠 2C（弱い推奨，弱い根拠） 

 

根拠･解説 乳頭形成法についてはこれまでさまざまな報告がなされており，代表的な形成法の長期経過

についても比較検討されている。局所皮弁を用いた乳頭再建の多くは突出度が長期経過により減じてし

まうことが問題であり1），最も突出度の維持に優れた形成法を決定するには至っていない。健側乳頭

の半切移植は古くから用いられている方法であり，健側乳頭が大きい症例や再建乳房に放射線治療が施

されている症例にはよい適応である2）。 

乳輪再建は皮膚移植もしくは刺青によって行うのが一般的で，近年，採皮部の犠牲を避けるために刺

青のみで乳輪再建を行うことも多い。MRI 検査による刺青部熱傷の報告があるが，有害事象発生率は非

常に低く避ける必要はないとされる3）。 

乳輪乳頭再建の患者満足度は概ね高いが4-6），半数は再建を行っていないとの報告もある7）。また 

乳輪乳頭の大きさや瘢痕の位置などによっても選択できる術式が変わるため，術者は患者の希望や状態

にあわせて再建の有無とその方法を検討する必要がある。 

 

今後の課題 乳輪乳頭形成法はこれまでさまざまな報告が数多くなされているが，それぞれの術式に 

おける長期結果の比較検討についてのエビデンスレベルの高い報告が待たれる。また刺青部のMRI 

検査における安全性についてもさらなる検証が待たれる。 
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